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スケートプログラムの紹介

　スケートプログラムは名古屋スポーツセンター様の支援をいただき昨年１１月１４日から３月２０日まで合計７回開

催予定です。２月はまん延防止が発令され開催が中断されていますが３月は開催できることを祈ってます。

プログラムのメニューは、前半を名古屋スポーツセンターのスタッフの方に基本的なスキルを指導していただき、後半

はSOのコーチ達がショートトラックスピードスケートとフィギュアスケートに分かれて練習しています。参加しているア

スリートは新型コロナ感染対応の関係で３名しか参加していませんが、その分内容の濃い練習ができているようです。

　ボランティアは高校生から還暦越えの方までと年齢の幅が広く、５名の方が楽しく参加しています。

　また、今シーズンからフィギュアスケート専任のコーチが参加してくれることになったそうでアスリート達も喜んでい

ました。（広報委員会）

ショートトラックスピードスケートプログラム

　一昨年よりフィギュアスケートプログラムが正式に立ち上がり合同開催となりました。アスリートが増えて少しにぎ

やかになりました。しかしコロナ禍真只中でのプログラム開催については人数や期間が制限されます。また、プログラ

ム中もソーシャルディスタンス確保等様々な制限を受けながらの開催になり大変な状況ですが、何より感染防止対策の徹底を優先していますのでアス

リート、ボランティアともに安心して練習に取り組んでいます。名古屋スポーツセンターの皆さまにもご協力頂き、大きなケガもなく開催できています。

重ねてお礼申し上げます。嬉しいことに、アスリートのスケーティングのレベルが凄く上がってきています。更なるレベルアップを目指し頑張れるようサ

ポートしていきます。（ショートトラックスピードスケートプログラム主任コーチ　小松 健一）

フィギュアスケートプログラム

　フィギュアスケートは2020年から新しいアスリートを迎えました。また、2021年は新しくフィギュアスケート専任のコーチを迎えてプログラムの内容を

充実しています。

　フィギュアスケートはオリンピックやテレビで取り上げられることが多く競技内容（ショートプログラム、フリースケーティングなど）はよく知られてい

るところですが、スペシャルオリンピックスではそれ以外にも技能競技（国内大会のみ）があります。なお、大会に参加するにはバッジテストを受けて該

当するレベルに達していなければいけません。バッジテストはバッジ１～１２までありそれぞれ技術レベルが規定されています。一見難しそうですが、練

習すれば色々なことができるようになるので嬉しさも倍増です。現在参加しているアスリートはSO以外にもスケート教室に通っていて凄く上手になって

います。このまま練習を積んで色々な大会に出られるといいですね。（フィギュアスケートプログラム主任コーチ　窪田 将文）

ボランティアコーチになって　　　　　　　　　　　　　　　　

 　今シーズンから、フィギュアスケートボランティアコーチの仲間入りをさせていただきました。スケートは若かりし学生時代にほんの少しかじった程度

ですから、コーチと言うより、スケートをアスリートの皆さんと一緒に楽しみ、一緒に学び、一緒に成長する「同志」の様な存在でいたいと思っています。

　フィギュアスケートはアーティスティックスポーツと言われる様に、美しいスケーティングが大切です。それには、小さな技の一つひとつを丁寧にそして

確実に自分のものしていく必要があります。アスリートの皆さんはスポーツセンターの指導員さんのアドバイスを真剣に聞いて、真面目に一生懸命練習

に取り組んでいます。そんな姿を間近に見て、アスリートの皆さんの「バッジテストを受けたい！」「大会に出たい！」という熱い思いが叶えられる様に、

微力ながらお手伝いさせて頂きたいと強く思う日々です。（フィギュアスケートプログラムコーチ　岡田 敦子）

プログラムの様子（撮影 2020年）
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スノーシューイングプログラムの紹介

　スノーシューイングプログラムは、2020年度まで長野県のスキー場での開催でした。しかし、コロナ禍の影響で県外まで出かけ

る事が出来なくなり愛知県内の公園、海岸での開催とし昨年、今年と計画をたてアスリート、ボランティア共に楽しみにしていましたが、

今年もまだ開催出来ない状態になっています。しかし、会えなくとも参加者のみなさんとのコミュニケーションだけは絶やさないよ

うに、LINEグループ（愛知スノーラビット）を作り近況報告などをしています。また、オンラインでのトレーニングも計画中です。

　昨年から、新しいボランティアの参加が多くなっています。アスリートにとってはたくさんの人との関わりが出来ます。今は出来ま

せんが、直接、アスリートがスノーシューを付けて走る姿を見ると心を揺さぶられると思います。私もその一人です。アスリート3人、

ボランティア・コーチ 10人、マネージャー 1人の仲間たちです。その中から、アスリート、ボランティアから声が届いています。一

部ですがご紹介します。（スノーシューイングプログラム主任コーチ　八塚 奈保子）

●スノーシューイングの知識や経験は全くありませんが、よろしくお願いします。

●ボランティア自体あまり経験無く、緊張してますが参加できる日を楽しみにしています。

●スノーシューイングプログラムに参加し始めて何年になるでしょう？ですが、出来る限り頑張ります。新しく参加のボランティ

　アの方々が増えて嬉しいです。また、高校1年生が参加します。延期になり残念がっています。

●早くみんなに会いたいですね。早くみんなで走りたいですね。でも、今は我慢です。諦めず待ちましょう。それまで、元

　気に過ごしましょう。

　俺はスノーシューイングに参加していましたが、コロナで中止になりました。

残念なことですが俺には、どうしようもありません！足を痛めている為、走れ

ませんが暫くの間はウオーキングを1時間 30分やって体力を付けています。

早く、みんなとスノーシューイングをやりたいです。

（森保 孝司）

　コロナでスノーシューイングのプログラムがお休みになりました。

　昨年もそのまえもお休みでとても残念です。森保くんと杉山くんと雪の上

を走りたいです。いまは、ひとりで自転車をして、がんばっています。早くプ

ログラムがはじまるのをまっています。

（松田 雄大郎）

　2023 年に向けてスノーシューイン

グで怪我をしないように自主トレに頑

張ります。

（杉山 翔太）

※写真はすべて 2020 年撮影【アスリートの声】

【ボランティアの声】
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財務委員会の活動（SON・愛知支援自販機について）

コカ・コーラ社の「スペシャルオリンピックス日本・愛知支援自販機」による 2021 年度のご寄付

総額が 100 万円に達しました！

 　昨年度は新たに２台（株式会社服部精機様、日本福祉大学様生活協同組合美浜キャンパス様）の

支援自販機が設置され、現在、愛知県内で 3２台が稼働しています。これらの自販機を通じて 2021年

度は1,058,638 円（前年比115.7％)のご支援をいただきました。

　長引くコロナ禍の影響もあり、特に20年度は自販機の設置は進みましたが、学校の休校などの影響

で寄付額が伸び悩みました。しかし、今年はついに第 1 号機を名古屋中学校・高校のキャンパスに設

置して以来の目標でありました年間 100万円の寄付を達成することができました。財務委員会のメン

バーは感慨ひとしおという気持ちです。これもひとえに自販機を設置していただいた企業、学校、そし

て日々飲料を購入していただいている社員、学生、教職員の皆様のご理解とご協力の賜物と感謝する

次第です。

   1 号機を設置して以来 11 年間の累計では、表のように約 739 万円となりました。順調にいけば 3 年後には寄付の累計が 1000 万

円を超えることが予想されます。

　また、金額の多寡だけでなく、設置自販機用特別仕様のラッピングにより自販機自体がSOの活動の PRとなっています。スペシャ

ルオリンピックス日本・愛知の活動を広めていく役割も果たしているのです。この意味でもなるべく多くの自販機を愛知県内に設置

することが重要であると考えています。コロナ禍によりスペシャルオリンピックス日本・愛知の活動も大きな影響を受けていますが、

自販機を通じて寄せられたご寄付は知的障がいのある人々のためのスポーツプログラム、地区大会、夏季・冬季ナショナルゲーム、ジョ

ギングフェスティバルなどのために支出されています。

　ニュースレターの読者の皆様もぜひどこかで支援自販機を見つけて飲み物を購入して下さい。



4

※このニュースレターの印刷は、富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 愛知支社様にご協力
　いただいております。

富士ゼロックス愛知株式会社は2021年4月1日に富士フイルムビジネスイノ
ベーションジャパン株式会社へ社名変更しました。
これからも事業活動を通じて社会課題の解決に継続して貢献していきます。

富士フイルムビジネスイノベーションジャパン株式会社 愛知支社
https://www.fujifilm.com/fb/company/fbj

   ◆新規入会ありがとうございました。

      アスリート会員   : 岩田 高宏 様、榊原 向晴 様

      賛助会員（個人）: 岩田 富美子 様、榊原 佳代 様、田澤 悦雄 様、玉寄 兼光 様

SON・愛知  運営委員会便り（議事録抜粋）

新規入会ありがとうございます！

   ＜1 月 12 日（水）18:00 ～ 堀田事務所から web 会議＞ 

１．ボランティア委員会（八塚委員長）
（1）2022年度ボランティア研修会開催について　（2）2022年度ボランティア説明会について　（3）ジョギングフェスティバルに
ついて

２．広報委員会（窪田委員長）
（1）NL原稿2月号（1月発行） ①プログラムの紹介（集合写真等） ②プログラムの活動紹介 ③刈谷市「わがまちのつむぎ場13」
ブース出展 ④ヤングアスリートPGデモンストレーション開催　（2）NL原稿3月号（2月発行）①プログラムの活動紹介 ②支援自
販機について ③愛知淑徳大学Xmasカードへのサンクスカードについて　（3)NL原稿4月号（3月発行） ①プログラムの活動紹
介　（4）メルマガの内容について（1/11日第13号配信） ①冬季スポーツプログラムの再開について ②ボランティアのひとり言 
③書籍の紹介 ④健康のお話し  ⑤お知らせ

３．財務委員会（野々山副委員長）
（1）支援自販機32台の入金状況：1月89,939円前年比127.2％　（2）友輪会チャリティゴルフの予定　（3）支援自販機設置先に
お礼状発送について

４.SP委員会（松田委員長）
　 （1）冬季スポーツプログラムの募集について　（2）NG広島クォータ申請について　（3）認定コーチの更新について　（4）「コロ
ナ禍でのスポーツプログラムおよびイベントのアクションプラン」の改定 

５.ファミリー委員会（松本委員長）
　 （1）第３回ファミリー委員会開催予定（2）2022年度委員長・副委員長の体制について

６．事務局（鈴木事務局長）
　 （1）2021年度決算報告について　（2）愛知県（公益information）への登録の件　（3）2月号ニュースレターの同封資料（4）2021
年度決算の会計監査について　（5）その他入会希望者への説明会開催等

以上

寄付・協賛  ご協力ありがとうございます！ 2021 年 1 月 31 日 現在

   ◆寄付・協賛  ご協力ありがとうございます。

1月 7日
1月 31 日

田澤 悦雄  様

リネットジャパングループ株式会社 様
寄付金
寄付金

日　付 名称 /連絡先（敬称略） 内容
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